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市の人口 総数51,492人（男24,668・女26,824）世帯数15,058 (4 月30日現在） 
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⑥心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

⑨自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

⑥文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

⑨未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつ＜ります。 

市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 

わた＜したちの先人は、不擁不屈の五所川原 
，魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り 
1：開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き
に 上げました。 
:‘ わた＜したちは、この伝統を継承し、広 
:：い視野に立つて西北津軽の人マと協調 
： し、郷土の限りない発展を願って、こ
三こに市民憲章を定めます。 

昭和63年 

Ar0.664 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
ロ
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

 

,
 

飯
詰

・
味
喰
ケ
沢
の
 
「野
鳥

の
村
」
 
が五
月
八
日
オ
ー
プ

ン

し
、
＋
日
か
ら
の
愛
鳥
週
間
を

前
に
自
然
観
察
会
が
開
か
れ
、
 
 

親
子
づ
れ
な
ど
約
百
五
十
人
が

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
野
草

観
察
を
し
て
自
然
を
心
ゆ
く
ま

で
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
 

「野
鳥
の
村
」
は
、
集
団
移

転
後
の
民
家
を
野
鳥
の
家
と
し

て
利
用
し
、
こ
こ
を
起
点
に
観

察

コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
 

付
近
は
た
め
池
や
山
林
な
ど
変

化
に
富
み
、
 一
帯
に
は
オ
オ
ル

リ
や
ル
リ
ビ
タ
キ
な
ど
県
内
で

も
珍
し

い
野
鳥
を
は
じ
め
、
約

二
十
種
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
野
草
も
約
四
百
種
以

上
が
自
生
す
る
自
然

の
宝
庫
で

す
。
 

こ
の
日
は
、
木
村
啓
津
軽
植

物
の
会
会
長
を
は
じ
め
対
馬
隆

さ
ん

（
日
本
野
鳥
の
会
会
員
）
 

な
ど
五
人
の
案
内
で
、
野
鳥
と

野
草
の
ニ
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
コ

ー
ス
を
巡
り
観
察
を
行
い

ま
し
た
。
 

野
鳥
グ

ル
ー
プ
は
、
双
眼
鏡

な
ど
で
野
鳥
を
み
つ
け
て
は
、
 

鳴
き
声
や
姿
な
ど
を
メ
モ
し
、
 

ま
た
野
草
グ

ル
ー
プ
も
珍
し
い
 

植
物
を
見
つ
け
て
は
図
鑑
で
調

べ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
 

参
加
者
は
、
昼
す
ぎ
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を
巡
り
、
最

後
に
野
鳥
の
家

に
全
員
が
集
ま
 

り
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
そ
の

日
の
感
想
を
語
り
合
っ
て
い
ま

し
た
。
 

ノくードウォッチングを楽しむ参加者達 
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西
北
津
軽
並
び
に
津
軽
半
島
の
隆
盛
は
、本
市
の
発
展
と
密

接
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
本
市
は
津
軽
半
島
地
域

（
五所
川

原
市
を
中
心
と
し
た
一
市
九
町
十
村
）
の
拠
点
都
市
と
し
て
の

都
市
機
能
の
充
実
を期
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

二
十
一
世
紀
を展
望
す
る
と
き
、
調
和
の
と
れ
た
産
業
の
発

展
、
特
に
エ
業
の
振
興
と
道
路

・
農
道
・
河
川
等
の
都
市
基
盤
 

の
整
備
が
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
本
市
の
み
な
ら
ず
津
軽
半
島
地
域
の
発
展
に
不
可

欠
な
事
業
一
一
十八
件
を
と
り
ま
と
め
、
関
係
方
面
に
そ
の
促
進

を
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

本
号
で
は
、
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
七
件
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。
 

津
軽
半島
の
新
たな
飛
躍を
め
ざ
して
 

6
4年
度
の
重

点
事
業
を
国

・県
に
要
望
 

所
川
原
大

橋
建
設
事
業
 

五所川原大橋の建設現場 

国
道
一
〇
一
号ニ
三
一
九
号の

一
方
通
行
解
除
に
つ
い
て
 

本
市
の
市
街
地
と
西
郡
は
、
 

一
級
河川
の
岩
木
川
で
分
断
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
両
地
域

を
結
ぶ
橋
は
現
在
の
と
こ
ろ
乾

橋

一
本
しか
あ
り
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
に
加
え
て
、
国
道
一
〇

一
号
と
三
三
九
号
が
市
街
地
を

縦
貫
し
て
い
る
た
め
、
交
通
量

の
増
大
に
対
処
し
き
れ
ず
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
を
き
た
し
、
市

民
の
み
な
ら
ず
西
北
地
域
住
民

の
生
活
や
産
業
の
振
興
に
ブ
レ
 

ー
キ
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
 

都
市
防
災
上
か
ら
み
て
も
大
変

危
険
な
こ
と
で
す
。
 

そ
の
た
め
、
昭
和
五
十
四
年

度
か
ら
乾
橋
上
流
約
ー
キ
ロ
」”
 
 

の
平
和
町
か
ら
西
郡
柏
村
を
結

ぶ
地
点
に
こ
の
事
業
が進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
 

現
在
ま
で
に
岩
木
川
両
岸
か

ら
架
設
し
て
き
た
橋
げ
た
が
ド

ッ
キ
ン
グ
し
工
事
は
順
調
に
進

ん
で
き
て
お
り
、
本
年
度
中
に

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
と
取
付

道
路
の
盛
土
を
終
え
、
六
十
四

年
の
雪
解
け
と
と
も
に
、
舗
装

工
事
に
着
手
し
完
成
の
子
定
で

す
。
 

五
所
川
原
大
橋
は
、
本
市
と

西
郡
と
を
結
ぶ
大
動
脈
と
な
る

だ
け
に
六
十
四
年
の
早
い
時
期

に
完
成
す
る
よ
う
要
望
す
る
も

の
で
す
。
 

中
心
市
街
地
を
走
る
国
道
一

〇
一
号
及
び三
三
九
号
は
、
昭

和
五
十
二
年
の
都
市
総
合
規
制

に
伴
い
一
方
通行
が
実
施
さ
れ

て
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
規
制
後
い
ま
だ
交

通
渋
滞
は
緩
和
さ
れ
ず
、
む
し

ろ
市
民
生
活
に
大
き
な
支
障
を

与
え
る
こ
と
と
な
り
、
地
域
の

通
勤
者
、
買
物
客
等
か
ら
一
方

通
行
に
対
す
る
不
便
の
苦
情
が

絶
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
内
の
町

内
会
、
商
店
街
な
ど
の
各
団
体

か
ら
規
制
の
見
直
し
に
つ
い
て

強
い
要
望
が
出
さ
れ
、
市
及
び

商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
 

方
通
行
の
解
除
に
対
し
、
強

力
に
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
が
実
現
を
み
ず
に
今
日
に
至

《
 

っ
て
い
ま
す
。
 

さ
い
わ
い
、
昭
和
六
十
年
に

新
生
大
橋
が
供
用
開
始
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
昭
和
六
十
四
年

に
は
五
所
川
原
大
橋
の
完
成
に

よ
り
交
通
網
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
市
内
通
過
車
両
の
大

幅
な
軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
。
 

よ
っ
て
、
市
民
生
活
の
円
滑

化
と
商
業
活
動
の
活
性
化
の
た

め
、
こ
れ
を
契
機
に
中
心
市
街

地
の
国
道
一
〇
一
号
・三
三
九

号
の
一
方
通
行
解
除
を
要望
す

る
も
の
で
す
。
 

本町通りの交通渋滞 

r
 

【
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フ
ラ
イ
ト
転
作
野
菜
 

モ
デ
ル
産
地
育
成
事
業
の
指
定
 

県
は
、
 
農
業
の
推
進
方
向
」
 
の一
環
と
して
野
菜

や
果
物
に
ク
新
鮮
さ
4
と
い
う
付
加
価
値
を
付
け
、
有

利
な
販
売
を
め
ざ
す
「
フ
ラ
イ
ト
野
菜
」
の
確
立
を
図

る
た
め
「
フ
ラ
イ
ト
野
菜
産
地
育
成
方
針
」
を
政
策
課

題
と
し
て
打
ち
出
し
ま
し
た
。
 

本
市
も
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
の
実
施
以
来
、
畑

作
振
興
は
幾
度
か
検
討
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、農
協
な
ど
の
指
導
の
も
と
に
系
統

共
販
体
制
の
確
立
に
よ
る
販
売
力
の
強
化
を
図
り
な
が

ら
「
フ
ラ
イ
ト
野
菜
」
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
価
格
面

に
お
け
る
有
利
さ
を
招
く
と
と
も
に
輸
送
に
お
け
る
地

理
的
条
件
を
も
克
服
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

今
後
、
産
地
間
競
争
に
勝
ち
抜
き
、
本
市
の
畑
作
振

興
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
も
な
る
当
事
業
の
指
定
を
強
く
要
望

す
る
も
の
で
す
。
 

津
軽
北
部
地
区
広
域
営
 

農
団
地
農
道
整
備
事
業
 

こ
の
事
業
は
、
本
市
か
ら
木
造
町

を
経
て
車
力
村
に
至
る
延
長
約
十
ー
ー
 

キ
ロ
H
の
基
幹
的
な
農
道
を
整
備
す

る
も
の
で
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
内

田
川
と
木
造
町
芦
屋
間
の
岩
木
川
に

新
津
軽
大
橋
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

本
年
度
は
、
橋
げ
た
の
完
成
に
よ

り
橋
の
基
礎
部
分
が
で
き
あ
が
り
、
 

六
十
五
年
度
に
完
成
予
定
で
す
。
 

こ
の
橋
が
でき
る
と
西
郡
と
の
交

流
が
よ
り
円
滑
に
な
る
こ
と
か
ら
、
 

本
事
業
の
早
期
完
成
を
要
望
す
る
も

の
で
す
。
 

津
軽
自
動
車
道
の
早
期
着
エ
 
国
立
「
防
災
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
支
所
」
等
 

雪
の
調
査
研
究
機
関

の
設
置
 

西
北
津
軽
地
域
は
、
高
速
交

通
整
備
の
立
遅
れ
な
ど
か
ら
人

ロ
の
減
少
、
過
疎
化
の
現
象
が

進
行
し
つ
つ
あ
り
、さ
ら
に
近

年
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
集

落
機
能
の
低
下
が
目
立
っ
て
き

て
い
ま
す
。
 

そ
の
中
で
の
半
島
振
興
法
の

指
定
は
、
本
市
を
は
じ
め
津
軽
 

農
林
水
産
省
は
、
農
産
物
を

短
時
間
で
大
都
市
に
輸
送
す
る

こ
と
を
目
的
に
農
道
を
活
用
し

た
小
型
航
空
機
の
離
着
陸
場
、
 
 

半
島
地
域
の
再
開
発
（
の
期
待

が
大
き
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

特
に
第
四
次
全
国
総
合
開
発

計
画
の
高
規
格
幹
線
道
路
に
採

択
さ
れ
た
津
軽
自
動
車
道

（
青

森
ー
五
所
川
原
ー
鯵
ケ
沢
間
四

十
ギ
ロ
H
）
の
整
備
は
、
産
業

の
振
興
、
観
光
の
開
発
、
企
業
 

農
道
空
港
の
整
備
を
政
策
と
L
 

て
打
ち
出
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
高
鮮
度
・
高
品
質

を
要
求
さ
れ
る
生
鮮
食
品
、
生
 
 

誘
致
に
お
い
て
も
多
大
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
 

ま
た
、
完
成
し
た
あ
か
つ
き

に
は
青
森
ー
五
所
川
原
間
が
三

十
分
で
結
ば
れ
る
こ
と
な
ど
地

域
の
活
性
化
の
た
め
に
も
早
期

に
着
エ
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。
 

花
等
の
流
通
の
合
理
化
を
図
り

農
業
振
興
の
起
爆
剤
と
す
る
ら

の
で
す
。
 

本
市
は
、
鮮
度
を
要
す
る
イ

チ
ゴ
の
生
産
や
花
き
栽
培
が
産

地
化
さ
れ
畑
作
振
興
が
確
」ロ一
さ

れ
つ
つ
あ
り
、
大
都
市
圏
と
直

結
す
る
こ
と
は
、
本
市
農
業
に

活
力
を
与
え
る
と
と
も
に
西
北

地
域
の
農
業
振
興
の
活
性
化
に

結
び
つ
く
も
の
と
い
え
ま
す
。
 

今
後
、
本
市
ま
た
は
圏
域
町

村
の
農
道
を
利
用
し
た
農
産
物

の
輸
送
拠
点
と
し
て
の
農
道
空

港
の
早
期
実
現
を
図
る
た
め
、
 

調
査
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
も
の
で
す
。
 

本
市
は
、
昭
和
五
十
四
年
に

国
か
ら
特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定

さ
れ
た
多
雪
地
帯
で
、
地
域
特

有
の
「
地
吹
雪
」
は
市
民
生
活

に
多
大
な
支
障
を
与
え
て
い
ま

す
。
 

そ
の
た
め
、
本
市
に
国
立
防

災
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
新
庄
雪

氷
防
災
研
究
支
所
が
昭
和
六
十
 
 

年
以
来
地
吹
雪
の
観
測
所
を
設

置
し
、
気
温
・
風速
・
積
雪
量

等
の
気
象
条
件
に
加
え
、
地
吹

雪
の
起
因
と
な
る
地
形
・
雪
質

等
の
調
査
、
地
吹
雪
の
予
知
や

吹
溜
ま
り
の
防
止
、
地
吹
雪
発

生
、
制
御
等
の
防
止
技
術
の
開

発
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
 

本
市
は
、
こ
の
よ
う
な
調
査
、
 
 研

究
の
対
象
環
境
に
あ
る
の
で

国
が
「政
府
機
関
の
地
方
移
転
」
 

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ

の
一
環
と
して
、
国
立
「
防
災

科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
支
所
」
も

し
く
は
国
立
の
雪
の
調
査
研
究

機
関
の
設
置
を
要
望
す
る
も
の

で
す
。
 

本市東部を縦貫する広域農道 

農
道
空
港
調
査
地
区
の
指
定
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い再・m 	い与・・軍Au”ー~“叫 

歳 入 

子算額 13.274.985千円 

"J； 母い．、ぐ一 山,  、 ”d●““ ~~ザ・ 

収入率 85.2% 

収入済額 11 .307.619千円 

歳 出 

予算額 13.274.985千円 

支出率 89.2% 

支出済額 11 .846.495千円 

く
ら
し

に
役
立
つ
 

積
立
金
の
還
元
融
資
 

簡
易
保
険
積
立
金
の
 

還
元
融
資
 

み
な
さ
ん
が
 

次
の
と
お
り
融
資
を
受
け
て
い
 

加
入
し
て
い
る

郵
便
局
の
簡
易

保
険
積
立
金
は
、
 

加
入
者
に
支
払

わ
れ
る
ま
で
の

間
に
、
公
共
施

設
の
整
備
資
金

と
し
て
市
に
還

元
融
資
さ
れ
、
 

地
域
社
会
の
発

展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
昭
和

六
十
二
年
度
に
 

ま
す
。
 

o

第
三
中
学
校
建
設
事
業

一
億
一
千
二百
七
十
万
円

〇
五
所
川
原
小
学
校
建
設
事
業

八
千
八
百
六
十
万
円
 

o

狼
野
長
根
公
園
整
備
事
業
 

一
千
百
二十
万
円
 

〇
漆
川
八
号
線
（
橋
梁）
整
備
 

事
業
 
一
千
六
十
万
円
 

〇
公
営
住
宅
建
設
事
業
 

一
千五
十
万
円
 

〇
第
三
中
学
校
給
食
施
設
整
備
 

事
業
 
一
千
四十
万
円
 

o

田
川
・
三
ッ
屋
線
整
備
事
業

八
百
万
円
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（第664号）④ 

原市の財政 
執行状況 

昭和63年3月引日現在 

五所川原市の財政状況を公表

します。 
五所川原市長 森 田 稔夫 

―般会計 
歳入歳出予算額 13,274,985千円 

（繰越明許・逓次繰越を含む。） 

この 「五所川原市の財政」 は、市の

財政がどのように運営さ才し、 どのよう

な状況にあるかを知っていたノごくため

に公表しているものです。 

今回は、昭和62年度予算の 3 月31日

までの執行状況を公表します。 



衛生債 

226,794 (2.0%) 消防債  

140.305 (1.3%) 労働債 

227.920( 2.0%) 

災害復旧債  
337.063 (3.0%) 

民生債他 

285.586 (2.6%) 

総 務債 

470.937 (4.2%) 

農林水産業債  
740.839 (6.7%) 

青森県市町村職員共済組合 

190.934 (1.7%) 

青森県 

172,734(1.5%) 

    

中小企業退駐金共済事業団 	 日本損害保険協会他 

206.820 (1.9%) 
全国市町村振興協会 

208.072 (1.9%) 昭和62年度予算 

特別会計予算執行状況 
（昭和63年 3 月31日現イlJ（単位】「円％} 

会 予 算 額 収入率 支出率 

国民健康保険事業勘定 3,414,671 74.5 78.8 

高 等 看 護 学 院 47,893 12.6 93.8 

長者森平和公園造成事業 5,238 100.7 34.5 

下 水 道 事 業 1,183,482 29.5 81.2 

老 	人 	保 	健 1,745,429 94.5 90.6 

農業集落排水事業 222,154 8.2 44.0 

目 的別 

総額11,123, 352 

（単位 干円、 
土木債 

6.818.205 
(61.3%) 

収入 

3,502,081 

（単位“千円, 

市 民 税 

1.554.258 
(44.4%) 

固定資産税 

1.306『 255 
(37.3%) 

狼野長根公園 	 五所川原小学校 

年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
 

こ
の
積
立
金
 
直

接
役
立
つ
よ
う
還
元
融
資
さ

は
、
国
民
年
金
 

れ
て
お
り
、
市
で
は
昭
和
六
十

積
立
金
及
び
厚
 
二

年
度
に
X
線
テ
レ
ビ

（
西
北

生
年
金
保
険
な
 

中
央
病
院
設
置
）
購
入
事
業
そ

ど
か
ら
構
成
さ
 
の
他

に
七
千
万
円
の
融
資
を
受

れ
、
み
な
さ
ん
 

け
て
い
ま
す
。
 

の
生
活
向
上
に
 

市税の負担状況 
都市計画税 

105.552 (3.0% 

電 気 税一一二 

136.889 (3.9%, 

軽自動車税他 

37,666 (1.1%) 

⑤昭和63年（1988年）6 月 1日 	 広報ごしょがわら 	 （第664号） 

市債の状況（ー般会計） 

グラフで見る 
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去
る
五
月
十
一
一
日
、仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
百
十
一
一
回
東

北
市
長
会
総
会
」
に
お
い
て
、
森
田
市
長
は
「
普
通
交
付
税
は
住

民
基
本
台
帳
人
ロ
で算
定
さ
れ
る
よ
う
」
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
 

普
通
交
付
税
は
、
こ
れ
ま
で
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

国
勢
調
査
人
口
を
基
礎
に
算
定
 
し

か
し
、
国
勢
調
査
で
は
長
 

東北市長会総会で普通交付税の算定方法について

提案する森田市長 

牛

の

放
牧

始

ま
る
 

普
通

交
付
税

の
算
定
は
 

と
 
鳶
 

r

・
ミ・
 
住
民
基
本

台
帳
人
ロ
で
 
遮
 

寒
驚
．
 

ー
東
北
市
長
会
総
会
ー
 

期
出
稼
者
は
出
稼
ぎ
先
で
の
人

口
と
見
な
さ
れ
る
た
め
、
こ
の

算
定
は
出
稼
者
の
多
い
地
方
自

治
体
に
と
っ
て
著
し
く
不
利
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

森
田
市
長
は
、
全
国
の
出
稼

者
の
う
ち
東
北
地
方
が
五
十
九

％
を
占
め
、
ま
た
東
北
地
方
の

う
ち
青
森
県
が
四
十
五
％
、
さ

ら
に
青
森
県
の
う
ち
津
軽
地
域

が
五
十
八
％
を
占
め
て
い
る
実

情
を
訴
え
、
国
に
お
い
て
は
、
 

出
稼
者
を
含
ん
だ
住
民
基
本
台

帳
人
口
で
普
通
交
付
税
を
算
定

し
て
ほ
し
い
と
提
案
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
東
北
市
長
会

で
は
満
場
の
賛
成を
得
、
今
後

全
国
市
長
会
を
通
じ
国
に
働
き

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

田
植
え
》
 」
Jノ
、
りhノ
、っ
」A
、
山
＋
小
 

曲辰
作
業
を

督
励
 田

植
え
が
最
盛
期
を
迎
え
た

五
月
十
七
日
、
森
田
市
長
は
梅

田
地
区
を
皮
切
り
に
、
市
内
を

巡
回
し
農
作
業
の
現
地
督
励
を

行
い
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
が
「
田
植
え
大
変

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
。
丈
夫
な

稲
を
作
っ
て
、
豊
作
目
指
し
て

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
 
と
激

励
し
ま
し
た
。
 

農
家
の
人
た
ち
は
作
業
の
手

を
休
め
て
「
苗
の
成
育
も
良
く
、
 

豊
作
が
期
待
で
き
そ
う
だ
」
と

明
る
い
表
情
で
話
し
て
い
ま
し

た
。
 

ー
市
営
 

毘
沙
門
牧
場
ー
 

市
営
毘
沙
門
 

た
。
 

牧
場
で
五
月
十
 

こ
の
日
、
約
四
十
四
（
け
ル
の
同

三
日
、
黒
毛
和
 
牧
場

に
放
牧
さ
れ
た
の
は
、
成

種
の
放
牧
を
開
 

牛
と
子
牛
合
わ
せ
て
約
百
四
十

始
す
る
と
と
も
 
頭
で
、

青
々
と
伸
び
た
牧
場
の

に
、
今
年
の
放
 
草
の
上
を
走

り
回
っ
て
い
ま
し

牧
の
安
全
を
願
 

た
。
 

う
祈
願
祭
が
吉
 
一

方
、
市
営
玉
清
水
牧
場
で

岡
助
役
、
預
託
 

は
同
月
三
十
日
か
ら
放
牧
が
始

農
家
な
ど
約
五
 
め
ら
れ

ま
し
た
。
両
牧
場
と
も

十
人
が
出
席
し
 

十
月
い
っ
ぱ
い
放
牧
が
行
わ
れ

て
行
わ
れ
ま
し
 

ま
す
。
 

梅田地区で田植中の農家を激励する
森田市長（右から2人目） 

預託農家の人違の手で放牧される牛 
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「一
五
高
・
五
一
高
 

  

  

」難
繍欝
聴
 

   

   

1

‘
与
●滴
‘●

、
 

 

一
一
 き
れ

い
な
環
境
を

つ
く
ろ

う
と
爵

綴

野
 
難

」
瞬
 
河

川
敷
を

清

掃
奉

仕
騒
 

●

J
、d
'
”
」
 

『
欝
 

チ
ビ
ツ
子
農
園
が
オ
ー
プ
ン
 

ー
親
と

子
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
 

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
作

業
を
通
し
て
、
親
と
子
の
ふ
れ

あ
い
を
つ
く
り
心
と
体
を
き
た

え
な
が
ら
生
産
の
喜
び
と
勤
労
 

の
尊
さ
を
学
ぽ
う
と
五
月
七
日
、
 

市
内
ー
ツ
谷
の
「
チ
ビ
ッ
子
農

園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
が
市
内
の
小
学
 

校
高
学
年
と
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

開
設
し
て
い
る
も
の
で
今
年
で

十
五
回
目
と
な
り
ま
す
。
 

開
園
に
先
き
立
ち
、
大
屋
市

広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
所
長
か

ら
苗
の
植
え
方
と
管
理
の
仕
方

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の

後
同
セ
ン
タ
ー
で
育
て
ら
れ
た

ナ
ス
、
ト
マ
ト
の
苗
と
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
種
イ
モ
、
移
植
べ
ら
が

無
料
で
配
布
さ
れ
、
参
加
者
各

自
に
割
り
当
て
ら
れ
た
農
園

（
 

一
区
画
約
三
十
平
方
H
）
に
親

子
で
一
緒
に
な
っ
て
植
え
つ
け
、
 

収
穫
に
期
待
を
よ
せ
て
い
ま
し
 

た
。
 

、
・ノ
  
ー

ー
 

～~‘ 

畑仕事に精を出す家族づれ一 

清掃奉仕する五高生達 

河川敷を清掃する五ー高生達 

き
れ
い
な
環
境
を
つ
く
ろ
う

と
、
県
立
五
所
川
原
高
等
学
校
 

（
佐々

木
友
宣
校
長
・
生徒
数

九
百
九
十
三
人
）
の
一
学
年
約

二
百
七
十
人
と
、
五
所
川
原
第

一
高
等
学
校
（
佐
藤領
校
長
・

生
徒
数
四
百
十
六
人
）
の
春
季

体
育
大
会
参
加
者
を
除
く
約
三

百
四
＋
人
は
五
月
七
日
、
岩
木

川
河
川
敷
を
清
掃
し
、市
民
か

ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
高
等
学
校
は
、
昭

和
六
十
一
年
度
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 
 

ア
活
動
実
践
協
力
校
に
指
定
さ

れ
、
校
外
の
清
掃
を
通
し
て
奉

仕
活
動
の
意
義
を
考
え
よ
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
約
一
時
間
、
八
班
に
分

か
れ
乾
橋
駐
車
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
 

ー
ル
場
、
市
庁
舎
前
お
祭
り
広

場
な
ど
を
清
掃
し
ま
し
た
。
 

ま
た
五
所
川
原
第
一
高
等学

校
は
、
日
頃
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
 

陸
上
競
技
な
ど
の
練
習
に
こ
の

河
川
敷
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
 
 

い
る
恩
返
し
を
兼
ね
て
、
生
徒

会
J
R
c
が
自
主
的
に
計
画
を

組
み
、
実
施
し
た
も
の
で
今
回

が
四
回
目
と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
市
の
水
道
橋
か

ら
北
斗
グ
ラ
ン
ド
ま
で
河
川
敷

を
三
列
横
隊
で
進
み
、
ご
み
な

ど
を
拾
い
上
げ
て
い
ま
し
た
。
 

両
校
で
は
、
今
後
も
奉
仕
活

動
を
継
続
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
の
啓
蒙
を
図
っ
て
行
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
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費

央
靖
ほ
 

「
（
野臨
 

掩
迦

、
は
五
月
十

一
日
、
 

籍
」」
」嘉
 

に
沃
加
 
美
化
に
役
立
て
 

」
」
讐
だ
誓
 

鶏
「
「議
 

直
径
五
十
五
竺
ご
二
個
を
寄
贈
、
 

成
田
会
長
、
渡
辺
勢
津
雄
環
境

保
全
委
員
長
、
木
村
助
幹
事
が

平
山
建
設
部
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。
 

平
山
部
長
は
「
ご
好
意
に
感

謝
し
ま
す
。
同
公
園
を
訪
れ
る

市
民
は
年
々
増
え
て
お
り
、
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

社
会
福
祉
に
と
8
万
2
千
円
余
 

市

還

暦
を

合

同
で

祝

う
会
 

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
八
万
一
一
 

千
五
百
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
今

年
六
十
歳
を
迎

え
た
人
達
が
集

ま
り
人
生
の

一

区
切
り
を
祝
い
、
 

第
二
の
人
生

（
 

の
ス
テ
ッ
プ
に

と
合
同
で
開
い

た
祝
う
会
の
収

支
決
算
剰
余
金

を
寄
付
し
た
も
 

の
で
す
。
 

こ
の
日
、
市
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
行
わ
れ
た
祝
宴
会
場
で
、
 

丸
海
老
代
表
が
平
山
誠
敏
市
社

会
福
祉
協
議
会
長
に
目
録
を
手

渡
し
ま
し
た
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
平
山
会
長

は
「
ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
社
会
福
祉
の
た
め
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
還
暦
を
合
同
で
 
で

は
五
月
五
日
、
社
会
福
祉
に
 

祝
う
会

（
丸
海老
祐
造
代
表
）
 

平山会長に寄付金を手渡す丸海老会長（右） 

狼
野
長
根
公
園
の
環
境
美
化
に
と
ゴ
ミ
か
ご
寄
贈
 

五
所
川
原
中

央
ロ

ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
 

福
祉
基
金
に
1
0万
円
と
図
書
館
に
図
書
を
寄
贈
 

五

所

川
原
ラ

イ
オ
ン

ズ

ク
ラ
ブ
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
 
木

伯
男
社
会
福
祉
委
員
長
、
小
 

ま
し
た
。
 

プ

（
木
村重
治
会
長
）
で
は
五
 
野
勝

章
幹
事
の
三
人
が
社
会
福
 
同
ク

ラ
プ
か
ら
の
寄
付
は
こ

月
十
七
日
、
木
村
会
長
、

佐
々
 
祉

協
議
会
を
訪
れ
、
福
祉
基
金
 
れ
で

八
十
万
円
と
な
り
関
係
者

に
と
十
万
円
を
 

か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

寄
付
、
平
山
誠
 

ま
た
、
同
ク
ラ
プ
で
は
市
立

敏
会
長
に
手
渡
 

図
書
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ラ

し
ま
し
た
。
 

イ
オ
ン
ズ
文
庫
の
充
実
を
図
る

こ
れ
に
対
し
 

た
め
、
本
年
も
図
書
五
十
二
巻

平
山
会
長
は
「
 

を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

ご
好
意
に
感
謝
 

同
ク
ラ
プ
の
図
書
寄
贈
は
、
 

し
ま
す
。
社
会
 
昭

和
五
＋
四
年
か
ら
継
続
し
て

福
祉
の
た
め
に
 
行
わ
れ

て
お
り
、
今
年
で
十
回

役
立
た
せ
て
い
 
目

と
な
り
四
百
六
十
八
巻
に
上
 

た
だ
き
ま
す
」
 

っ
て
い
ま
す
。
 

と
お
礼
を
述
べ
 

福
祉
基
金
に
と

1
0万
円
 

r
 

,
 

平山会長（右）に目録を手渡す木村
会長（左）と佐々木委員長（左から2 
人目）、小野幹事（中央）。 

田
町

の

尾
崎

さ
ん
 

田
町
の
尾
崎
 

手
士
 

」H
ー
く
H
『
 

桂
杜
 

正
雄
さ
ん
（
7
0)
 

り
」
市
 
J
l
．
‘ノ
ニ
‘、
 

栓
新
 

は
五
月
二
十

一
 

割
職
 

日
、
市
役
所
を

葺
山
 
ー
 

r
ノ
ィF
『一
‘
 

＼
平
 

訪
れ
福
祉
基
金
 

2
洗
 
寄
付
、

森
田
市

ら
左
 

H
ノ
・
・
一
り
ー

ー
 

か
ん
i

長
に
手
渡
し
ま

利
ん
長

J
ー
ニ
、ー
ー

‘
 

右
リ
班
 

二
」o
 

α
さ
会
し

た
c
 

蕊
瞬
 

こ
れは
、尾
 

鴛

鰐
轄
 

瑞
宝
章
を
受
章
し
た
記
念
に
寄

付
し
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
森
田
市
長

は
「
ご
好
意
大
変
感
謝
い
た
し

ま
す
。
社
会
福
祉
の
振
興
に
十

分
活
用
さ
せ
て
い
た
だき
ま
す
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
の
た
び
の
寄
付

金
を
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
福

祉
基
金
に
預
託
し
ま
し
た
。
 



⑨昭和63年（1988年）6 月 1日 	 広報ごしょがわら 	 （第664号） 

児童手当の現況届について 
現在、児童手当を受沫合されている方は 「昭和 

63年度児童手当現況届」 を提出してください。 

この現況届は、受給者の 6 月 1 日現在におけ

る養育状況及び員I行早（7ン伏況等を確認するために 

‘必要な届出です。 

なお、現況届を提出しないと 6 月分以降の児

童手当の支払いが差し止められることになりま

すので‘必ず提出してください。 

＞提出期間 6 月 1 日～ 6 月30日 

ン提出先 市役所市民課 

”贋ら)2111番内線 2 6 2 番 

「心配ごと相談所」の移転について 
心配ごと相談所が次の所へ移転し、生活上の

一切の心配ごとについて無料で相談を行うこと

になりました。 

レ開設場所 市老人福祉センター相言iI乏室（”② 

3494 Ic) 

レβ月設日及び日寺間 毎週水曜日午前 9 時30分～ 

午後 3 時 

ン相談員（敬称略） 

坂本甚作、鶴谷ヤナ、佐々木善吉、工藤栄、 

岡田晴正、片岡喜代志、小田桐敦、 白戸良徳、 

前田つな、鶴谷むつ勇，、片山英夫、原田市太

郎、小野勇治、小笠原せい、成田ツヤ、高満

タカ、 ノ」、野柾よff了 

ワープロ入門講座 受講生募集 
1動く婦人の家ては、 すぐに役立ソっ初紀支者向け 

のワープロ入門講座を開催します。 

レ受講資格 市内にイ主所または勤務先を有する 

婦人で 2 日間参加できる人。 

レ日時 6 月23日 （木） ・24日 （金） 

午後 6 時30分～ 9 時 

レ場所 働く婦人の家 

ン受講料 無米斗 

）募集人員 20人（定貝になり次第締切） 

）申し込み締切 6 月20日 （月）午後 4 時 

ン申し込み先及び問い合わせ先 

イ動く婦人の家（費国)8898番）へどうぞ’。 

第29回青森県精神衛生大会 
レ日時 6 月17日 （金）午後 18寺～ 

ン場所 市中央公民館 

レ特別講演 「実年のこころの衛生」 

（豊かな老年期を迎えるために） 

＞講師 福島 裕先生（弘前大学附属病院神経 

精神科教授） 

※市民の皆さん、お誘い合わせてどうぞ。 

身体障害者の巡回診査を行います 
ン対象者 （ユ）身体障害者手帳の交付を受けるノこ

め診査を必要とする人。②身体障害者手帳を

受けた後、診査を受けたことのない人。（③）障

害程度に変化があり、障害程度級の変更また

は更正医療を必、要とする人。④義肢、補装具

等の交イ寸、 または修理を必、要とする人。⑤そ

の付l、身体障害者で医療、施設入所等の相談

を希望する人。 

レ受付時間 いずれも午前 9 時から11時まで’ 

レ診査科目及び場所 

〇耳鼻科 6 月13日（月） 市保健センター 

0 内手斗 6 月22日（水） 市老人福祉センター 

〇目艮科 7 月 5 日（刃 市中央公民館 

〇整形外手斗 7 月22日（金） 市中央公民館

レ注意すること 脳卒中等の障害による人は、 

発病後 3 か月以上経過していること。内科一受

診者は、次の資料一が」必要ですから持参してく

ださい。 

①過去の診療記録（カルテ）、またはその写し。 

②腎臓機能障害の人は、血清クレァげニン濃

度、尿検査結果。③呼吸器、循環器障害の人

は、胸部x線写真。④国民健康保険等の保険

証を持参すること。 

※詳しいことは、市福祉事務所福祉係（容⑩21 

11 番内線 2 9 7 番）へどうぞ。 

働いている皆さんのための
向上訓練受講生募集 

技i析革新の時代に対応しうる知識や技能の習

得を目指す方々のために、向上訓練を実施しま

すので才う申し込みください。 

＞資格 学歴、年齢、1生別は問いません。 

レ申し込み方法 所定の受講申込書による。（受 

講申込書は電話等のご依頼により送付します） 

ン申し込み締切 各訓練コースとも開講日の 2 

日前まで。ただし、定員になりしだい締切り。 

＞受講料 無米斗（ただし、テギスト代等のかか 

る訓練コースがあります。） 

なお、詳しくは青森職業訓練短期大学校教務

課（市内飯詰 廿唾2)3201番）へどうぞ。 

③訓練コース 

訓練コース 定員 日数 日 	 時 

マ
 

/l
  

クコ
 
ロ

、
ノ
 

一
 

 ピ
 
ュ
 
タ
 

I
  

10名 閥
  

6 月13日（月）一16 月18日田 
18:30--20:30 

マイクロ 
コンピュ一タII 10名 「m

  

6 月20日（月）ー一 6 月25日田 
18:30-20:30 

N
 

盤
  

C沖
 
旋

細
  

10名 3 日 8 月 9 日（幻～ 8 月11日困 
9:00~ i7:oO 

マシニングセンター 
（中 	級） 10名 3 日 8 月 9 日（幻～ 8 月11日困 

9:00-- i7:Oo 
NCワイャ放電加工 

（中 	級） 10名 3 日 8 月 9 日（幻～ 8 月11日困 
9:00-17:00 

, 

I 
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「尾去沢銅の道」参加者募集 
青森県歴史の jIl整備促進協議会で、は、尾去沢

金同のi首めぐりを行二います一。 

みなさノくJの多数のご参加をお待ちしておりま

す。 

ン日日寺 6 月19日 （日） 

ンコース 五所川原中三前→鶴田役場前→板柳

信用金庫→碇ケ関御関所→綿木塚→マインラ

ン ド尾去沢→資料館→大湯ストーンサークノレ 

（昼食）→十和田湖→乙女の像→黒石→板柳 

→鶴田→五所川原中三前（18:50) 

ン出発時間 五所川原中三前 午前 7 時 

＞会費 5, 100円（昼：食・入」充料・見学料） 

レ申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴

史の道整備促進協議会事務局（か0177⑩1064 

番） 

ン申し込み締切 6 月13日 （火） 

レ申し込み受イ寸時間 午前 8 時30分～午後 4β寺

まで’（日曜日をF余く） 

士カ“ま土価忍ま志ま誓甚”A' 
ビ1」人で芋月牛静 再確i公 

→レ血,』rIレ工1ェゲロb、 
~し米メ．IlJl‘ノ lフlJ云 

ン日時 6 月19日 （日）午後 1時30分・～ 3 時 

レ場所 市歴史民俗資料館 

＞講師 小山英治氏（市立栄小学校教諭） 

＞テキス ト代 1,000円（当日納入） 

レ申し込み先 市歴史民俗資1斗館（費電B)9555番） 

佐藤さん, まーー 

自衛官2等陸・海・空士 

志 願 案 内 
~ 	自衛官一となる最も一般的なコースです。 

入隊と同時に 2 等陸・海・空士に任命され、 

新隊員教育隊で教育を受けた後、各部隊に配属

され、各種の分野で活躍します。 

入隊者は全員雀t舎内（艦艇内）居住で衣食住

は無料支給又は貸与のうえ、初任給112,400円、 

その他勤務の内容によって各種手当が支給され

ます。 

●任用期間は 2 年又

は 3 年が一任期一です

が、希望者には、選

考に基づき継続任用

される道がひらかれ

ています。 

また、曹・幹部へ

の道もひらかれてし、 

ます。 

手話講習会 
（社）青森県ろうあ協会 

市民に手話を正しく理解していただく ととも

に、手話奉仕者及び手話通訳者を養成して聴覚

障害者の福祉増進を図ることを目的に開きます。 

ン日手呈 6 月 8 日～ 9 月21日 （毎週水曜日） 

レ日寺間 午後 6 時30分、～ 8 時30分、まで’ 

）会場 市中央公民館 

ン受講者 聴覚障害者の福祉に理解と熱意を有

し、将来手話奉仕貝、手話通訳者及びろうあ

者との交流を希望する人。 

レ受講料 無米斗（ただしテギスト代初級400円、 

中級580円） 

レ問い合わせ先 渋谷幸造さん（か国）3747番） 

または一戸千加子さん（”亘ら)6904番）へどう

ぞ。 

協力 九所川原手話サークル 『ひまわり『』 

刺しゆう講習会受講者募集
県婦人就業援助センター 

）対象 技林了を身につけ就業を希望する婦人。 

ン内容 フランス刺しゆう基礎刺し、 ビーズ・ 

レ日寺間 午前10時～午後 2β寺 

ン場所 働く婦人の家 

レ日寺間 午前10時～午後 2β寺 

ン場所 働く婦人の家 

レ募集人員 20人（定員になり次第締切） 

ン持参するもの しつけ糸、小バサミ、昼食。 

ン申し込み先 県婦人就業援助センター五所川 

原駐在所（働く婦人の家内胃⑩8898番）佐々 

本さノくまて 

五所川原おやこ劇場 会員募集 

子どもに夢を／たく ましぐ豊かな創造性を ノ

未来をひらく知恵と勇気を ノ 

ン参加資格 誰でも、いつでも入会できます。 

（ただし、 4 歳からとします。） 

＞伊」会 毎月の会費で年 4 回、生の舞台を例会

としてみます。 

ン自主活動 子ども達がのびのびと活動出来る

ようにみんなで計画をたて、たのしい催しを

します。 

ン会費 入会金100F］、会費月800円（前納制） 

ン事務局 市内本こ町東奥日報社内（”⑨2170番） 

レ申し込み先及び問い合わせ先 

ノ」、枝信子さスノ（若葉 1丁目廿亘B)5957番）又

は琴内英子さん（敷島町か⑩3895番）へど

うぞ。 

スノぐンコーノレ・リ dぐンなどクア持殊材料の扱い

方など。 

＞期間 6 月20. 21. 23、 24. 27. 28日 （ 6 日 

りり） 



⑩昭和63年（1988年）6 月 1日 

  

広報ごしょがわら （第664号） 

     

     

結核検診を受けましょう 
検診（胸部撮影）は、かんたんですぐ終わリます。みんなで受けてわたく したちの街から結核を

なく しましょ う。（受診は都合の良い場戸j十でできます） 

1111 場 	 所 時 	間 

6
月

2
7日
回
 

前田野目 西塚商店前 9:30 -- 	9:50 
” 	大坂登宅前 10:00~ 10:20 
II 	福士商店前 10:30 - 	10:50 

高 	野 高野文化センター前 11:00 - 11:40 
持子沢 三上商店前 13:00 - 	13:30 
羽野木沢 コミュニテイセンター七和前 13:40 - 	14:10 
原 	子 コミュニテイハウス原子前 14:20~ 14:50 

6
月

2
8日
因
 

俵 	元 農産物加工センター前 9:30 - 	9:50 
豊 	成 工藤友衛宅前 10:00~ 10:20 
野 	里 野里公民館前 10:30~ 10:50 
神 	山 コミュニテイセン夕一長橋前 11:00 - 11:30 
松野木 松野木集会所前 13:00 - 13:20 
福 	岡 佐々木商店前 13:30~ 13:50 
富 	耕 太田寛蔵宅前 14:00~ 14:20 
水野尾 水野尾集会所前 14:30 - 14:50 

6
月

2
9日
困
 

若 	山 若山公民館前 9:30 - 	9:50 
福 	山 石岡給油所前 10:00~ 10:20 
浅 	井 秋田重勝宅前 10:30 - 10:50 
ヒッ館 白戸求宅前 11:00 - 11:20 
広 	田 菊地衛生社前 11:30 - 11:50 

11 	一戸淳一宅前 13:00 - 	13:20 
姥 	危 雇用促進住宅前 13:30 - 13:50 
猫 	測 柳谷自動車整備工場前 14:00 - 	14:20 
三 ッ 屋 坂本甚作宅前 14:30 - 	14:50 

6
月

3
0日
困
 

湊 	胸肩神社前 9:30 - 	9:50 
II 	湊団地集会所前 io:oo - 10:30 
'I 	木村保険事務所前 10:40 - 11:00 

姥 	庖 姥庖集会所前 11:10~ 11:30 
稲 	実 消防屯所前 13:00 - 	13:20 
二本柳 寺田時雄宅前 13:30~ 13:50 
唐笠柳 橘文雄宅前 14:00 - 	14:20 
石 	岡 寺田武道宅前 14:30~ 14:50 

7
月

2
9日
国
 
 

!i 	沢 斉藤精米所前 9:30~ 	9:50 
朝日興隆 婦人ホーム前 10:00~ 10:20 
飯 	詰 秋元商店前 10:30 - 	11:00 

'I 	市役所飯詰支所前 11:10- 11:40 
11 	新岡兵三宅前 13:00~ 13:20 
II 	浜館健一宅前 13:30 - 13:50 
” 	野宮義造宅前 14:00 - 14:20 

下岩崎 下岩崎集会所前 14:30 - 14:50 

8
 月
ー
 
日

囲
 

長 	富 増田晃逸郎宅前 9:30 - 	9:50 
” 	長富集会所前 10:00 - 10:30 
1I 	高僑文弘宅前 10:40- ii:io 

毘沙門 市役所毘沙門支所前 11:20- 11:50 
佐藤粕丞宅前 13:00 - 13:30 

中 	崎 成田幸雄宅前 13:40 - 14:00 
共 	栄 共栄集会所前 14:10 - 14:30 
中野川端 山内義雄宅前 14:40 - 15:00 

8
月
  
2
 
 
日
因
 

鶴 ケ 岡 三好保育園前 9:30 - 	9:50 
'I 10:00 - 10:30 

ヒ藻川 川浪民也宅前 10:40 - 11:00 
下 藻 川 消防屯所前 11:10 - 11:50 

［日 13:00 - 13:20 
高 	瀬 高瀬集会所前 13:30~ 13:50 
福 	井 小笠原清衛宅前 14:00~ 14:20 
種 	井 種井公民館前 14:30 - 14:50 

場 	 所 時 	間 

8
月

3
日
困
 

沖飯 詰 古川繁春宅前 9:30 - 	9:50 
桜 	田 桜田公民館前 10:00~ 10:30 
中 	泊 市農協倉庫前 10:40 - 11:00 
川 11:10 - 11:50 
桃 	崎 葛西勘之丞宅前 13:00~ 13:20 
尻 	無 新谷電気商会前 13:30 - 14:00 
ト 14:10 - 14:30 
漆 	川 木村キンコ宅前 14:40 - is:oo 

り
 
8
月

2
9日
回
 

米 	田 安田俊夫宅前 9:30 - 	9:50 
悪 	戸 コミュニテイセンター松島前 10:00~ 10:20 
宮 	田 渋谷六郎宅前 10:30~ 10:50 
金 	山 かいどう児童館前 11:00 - 11:20 
川 代田 工藤甚一郎宅前 13:00~ 13:20 
前庖・中村 山内啓司宅前 13:30~ 13:50 
一野坪 対馬静賢宅前 14:00~ 14:20 
石 	畑 石畑集会所前 14:30~ 14】50 

8
月

3
0日
 

馬 	性 馬性集会所前 9:30 - 	9:50 
吹 	畑 毛内光春宅前 10:00 - 10:20 
松島町 5 丁目 毛内商店前 10:30~ 11:00 

1/ 	7 丁目 菊地理容所前 u:io~ 11:40 
ii 	2 丁目 松島会館前 13:00~ 13:30 
II 	l丁目 木村昂悦宅前 13:40~ 14:10 

田 園町 田園町集会所前 14:20 ～一 14:40 

8
月

3
1日
困
 

中 	泉 中泉集会所前 9:30~ io:oo 
梅 	田 梅沢研修センター前 10:10~ 10:30 

” 	福士紀彦宅前 10:40~ 11:00 
'1 	竹谷精米所前 11:10 - 11:30 

みどり町 8 丁目 児童公園前 13:00 - 13:30 
II 13:40~ 14:20 

広田保育園前 14:30~ 15:00 

9
月
ー
日
困
 

大 	町 レストラン藤吉郎前 9:30~ 	9:50 
布屋町 西北中央病院前 io:oo~ 10:40 
鎌谷町 防災コミュニテイセンター前 10:50 - 11:30 
平和町 平和町集会所前 13:00~ 13:30 
田 	町 白衣神社前 13:40~ 14:00 
一 ッ 谷 大和山道場前 14:10- 14:30 

11 	佐々木移設前 14:40~ 15:oo 

9
月

1
2日
回
 

上平井町 中央集会所前 9:30 - 	9:50 
中平井町 五所川原小学校前 io:oo - 10:20 
下平井町 川村石炭店前 10:30~ 10:50 
幾世森 老人ホーム前 ii:oo - 11:40 
敷島町 	コミュニテイセンタ一しきしま前 13:00~ 13:40 
さっき町 沢田栄太郎宅前 13:50 - 14:20 

9
月

1
3日
因
 

旭 	町 斉勝駐車場前 9:30~ io:oo 
大 	町 マルトモデパート駐車場前 10:10~ 10:30 
柏原町 新岡肥料店前 10:40 - 11:00 
寺 	町 木村石油寺町給油所前 ii:io - 11:40 
錦 	町 工藤忠商店前 13:00~ 13:30 
小 	曲 農村婦人の家前 13:40~ 14:10 

II 	工藤勲宅前 14:20 - 14:40 

9
月

1
4日
困
 

末広町 五所川原保健所前 9:30 - 	9:50 
新 	宮 新宮集会所前 io:oo~ 10:30 
若 	葉 県営集会所前 10:40 - ii:io 

森の家前 11:20 - 11:50 
岩木町 市民文化会館前 13:00 - 13:30 
元 	町 小田桐一雄宅前 13:40 - 14:10 
新 	町 保健センター前 14:20 - 14:40 



みんなの健康教室 

レ日 時 6 月 24 日（金）午後 1時 

ン場 所 ili保健センター 

ン講 師 桂 修二 う乞生 

（桂整形外科・医院長） 

ンテーマ 「骨味且髪症について」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

63年度歯の健康診断室 

レ日時 6 月 4 日（土） 午前10時～午後4 時

＞場所 中三デパート 5F皆 

＞内容 歯の無料一健康診査、歯の磨き方指

導、図i画i・ポスターの展示、歯科関連物

の展示， 

＞主催 県歯科医師会北五支部会 

レ後援 市民保健協議会 
乙っ一 

づ藤 

昭和63年（1988年）6 月1日 
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献血にご協力をノ 
市立図書館 

書 	名 著者名 書 	名 著者名 

心の灯読本 加賀 良雄 花のデカメロン 阿刀田 高 

世界の英雄伝説 筑摩書房 
わが友 

アキアヴエッリ 
塩野 七生 

富士古文献考証 三輪 義無 能登怪異諏 半村 	良 

ソ連帝国7っの謎 恵谷 	治 浅水湾の月 森 	王島子 

風雪の四十年 日中 
友好協会 

拝啓息子たちへ 石原慎太郎 

子供の人権110番 
子供の人権
弁 護 団 

夜明けの睡魔 瀬戸川猛資 

図説草木辞苑 木村陽二郎 ホレーショーの哲学 外山滋比古 

家ってなんだろう 山中 	正 私の古寺巡礼 井上 	靖 

書道芸術 中田勇次郎 アメリカの家庭小説 佐藤 宏子 

静 心 
青 森 県
文芸協会 

彼女は遅すぎた メ
ウ
 
ア

イ
 
リ

、
ン
 
・
グ
 

ズ
  

記憶力のすすめ 鈴木 健二 月に住む女 
ドナルド・
レームクール 

ポンペイの滅んだ日 金子 史朗 核ジャノク1988 豊田 有恒 

ふだん着の肖像 笹木 恒子 クレオノぐトラの夢 森 	瑞子 

社会貢献者事績集 日本顕彰会 異人たちとの夏 山田 太一 

アメリカ農業は 
脅威か 

薄井 	寛 とれたての短歌です 俵 	万智 

人生の時刻表 神 	一行 秩父事件の女たち 保高みさ子 

シべリア大紀行 
T 	B 	S 
特別取材班 

われ逝くものの 
ごとく 

森 	敦 

我が国の 
政府開発援助 

外 務 省
経済協力局 

ピカビアの星 村松 友覗 
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浅野 牧茂 夕あり朝あり 三浦 綾子 
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柳
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今、病気や手術のために多くの人が血液を必、 

要としています。 「愛の献血」 に市民の皆さん、 

深いご理解とご協力をお願いします。 

期 	日 時 	間 場 	所 

6 月 6 日 

（月） 

午前10時から 
午前11時30分まで 

五所川原市農協 
三好支所前 

午前11時45分から 
午後0時45分まで 

大川商店前 
（藻川） 

午後 2時から 
午後4時まで 

マルトモ 
デパート駐車場 

6 月23日 

（木） 

午前10時から 
正午まで 

学校法人舘田学園
五所川原第一高等学校 

午後1時30分から
午後4 時まで 

県合同庁舎前 
（栄町） 
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